
令和５年度 鹿児島市教育研究会 

小中連携研修会「西紫原中学校グループ」研究のまとめ 

１ ねらい 

（１） 小・中９か年にわたり一貫して子どもの教育を担うという視点から，相互の教育活動の参観などを

通して実態把握を行い，小・中連携によるよりよい教育活動の創造に資する。 

 （２） 生徒指導や学習指導上の諸問題や課題について情報交換を行い，心豊かで，たくましく生きる児

童・生徒の育成に役立てる。 

  （３） 相互の職員の交流を通して，親睦を深める。 

 

２ グループ名・参加校 

「西紫原中学校グループ」  向陽小学校・西紫原小学校・西紫原中学校 

 

３ 令和５年度 市教委「小中連携研修会」グループ校別研究主題 

児童・生徒一人一人が自分のよさや可能性を高め豊かにしていく小・中連携の在り方 

「確かな学力の育成」「心に届く指導の充実」 

「家庭との連携を意識した保健指導」「合理的な配慮を提供する特別支援教育」 

 

４ 研究主題設定の理由 

急速な科学技術の発展と経済の成長に伴い，豊富な物質や情報があふれている。しかし，便利で快

適な生活が営まれるようになった反面，「心の豊かさ」を失いつつあると言われている。このような

中，学校，家庭，地域の教育のあり方が問われ，予測不能な社会を展望した教育改革が求められてい

る。特に，これからの学校教育は多くの体験活動を通し，豊かな心や課題解決能力などの「生きる力」

を育むことが求められている。 

  そこで，本校区の学校相互の教育活動を参観することや資料提供などを通して，小学校・中学校

が連携を深めたり，それぞれの学校や児童生徒の実態を把握し課題や成果を共有したりすること

は，子どもたちのよりよい成長を積極的に支援することにつながると考え，研究主題を設定した。 

 

５ 研究の視点 

（１）  それぞれの学校の児童・生徒の実態をもとに小・中の共通課題を明らかにする。（相互理解） 

  （２）  課題解決のため，小・中が連携して取り組む実践内容を考え，設定する。（相互思考） 

  （３）  小・中で連携しながら，共通実践事項に取り組む。（相互実践） 

６ 令和５年度の研修内容 

期  日 内  容 会 場 

 ４月２７日（木） 小・中連携研修会推進委員会 西紫原小 

 ５月１５日（月） 小中連携研修会 西紫原小 

８月２９日（金） ＮＲＴ学力検査小中合同分析会 西紫原小 

１１月１６日（木） 検証授業(外国語)研修会 西紫原小 

２月２９日（木） 小・中連携研修会推進委員会 西紫原小 



７ 研究の実際 

(1)  共通課題の設定 

 学力向上 生徒指導 保健指導 特別支援教育 

出

さ

れ

た

意

見 

・「目指す子ども像」の設定 

・「子どものまなびに向かう意

識調査」の実施 

（年２回） 

・「ＮＲＴ合同分析会」での共

通実践事項から 

・あいさつ

指導 

・無言清掃

(目的を明

確に) 

・けが防止に向けて(子

どもたちの体幹を鍛え

柔軟性を高める取組) 

・保健室との連携（保健

室登校への対応を含

む） 

・「元気で明る

いあいさつ(感

謝の言葉も)」へ

の取組 

・集中力を高め

る５分間読書 

共通 

課題 

○「あいさつ」が十分にはできていない。 

○ 不登校やいじめ防止に対する取組を進めていく必要がある。 

○「学力（まなびに向かう力）」を高める取組の継続 

 

(2) 課題解決のための実践内容 

◎「あいさつ指導」への継続的取組 

（これまで取り組んでいることを生かした各学校の実態に応じた取組） 

◎気持ちをととのえる取組（「1分前着席」等、各学校で取り組んできていることを中心に） 

◎ＮＲＴ合同分析の結果や各校の実態を踏まえた授業改善 

※課題は共有できているので，それぞれの学校で取り組んでいることを継続して行う 

 

(3) 実践内容 

① 授業研究を通した課題の共有と情報交換 ～ 【５／１５小中連携研修会】 

【第 6学年 算数科 「分数×分数」】 

【授業者より】 

・「授業を通した小中連携」をという意味での提案授業。 

・「３分の２をかけるとはどういう意味か」を主体的に考えさせる

ために，他者による説明も入れながら「分からなさ」を対話を通

して追究させることを大切にした。 

・分数の意味に着目させることにより「数学的な見方・考え方」を養う。 

【質疑応答より】 

○「コの字型の座席」は、横や斜めとも話をしやすくするため。 

○他の子供と直接的な対話ができていなくても「自己内対話」を

していればよいと考えている。また，「分からない」と言える学

級づくりを進めている。 

○「めあて」を書かないのは，子供それぞれが自分の中に「め

あて」を持って取り組んでいたと考えている。 

○「ノート」～見開き，板書を写すのではなく，思考を残す｡ 

○ねらいや教材によって，板書(黒板)の使い方を変えている。 

○書くことが難しい子への配慮もしていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 学力分析を通した課題の共有と情報交換 ～ 【８／２９ ＮＲＴ学力検査合同分析会】 

 ・各学校が自校の分析で作成・活用した資料を持ち寄り，課題をもとに共通実践等について協議した。 

教 科       共 通 課 題 ・ 共 通 実 践 

国 語 ◎漢字力を向上させる。 

（navimaの活用，宅習の工夫，興味を持たせる工夫，新聞活用の場作り） 

社 会 ◎基礎基本の定着（ロイロを活用した問題作成と繰り返しての取組） 

◎資料を読み解く力の向上(考察とまとめまで) ◎振り返りの充実（自分事として） 

算 数 ◎子どもたち同士の学びを高める取組（各学校の実態に応じて） 

◎協働的・対話的な学びの工夫 

理 科 ◎記述力を身に付けさせる。（レポートやまとめなど，文章を書く時間の設定） 

◎問題意識をもたせる。（見通し，問題とまとめの一貫性の重視） 

外国語 ◎日常会話やクラスルームイングリッシュを普段から使っていく。 

◎アルファベット(大文字・小文字)の定着に向けた練習 

 

③ 連携を踏まえた授業を通した課題の共有～ 【１１／１６ 外国語検証授業研究】 

【授業研究より】～定着させるべきものとして，連携という点から大切にしたいこと 

 ○「魅力的なゴール(目的)を持たせる」「小さな達成感を繰り返す」ことで興味関心を高める。【小】 

 ○ＩＣＴの活用は，使わせる場面に留意する。（｢正しく書く｣という場面ではタブー）【中】 

 ○「フォニックス」の取り組ませ方【小】 

・６年生の３学期，朝活動の時間などを活用している。英語の楽しさを味わわせながら，外国語学

習への気持ちを育て，中学校での学習にスムーズに入れるよう取り組んでいる。                                                                                                                                                                                                   



④ 自校の取組 

   本校では、「確かな学力の育成」という研究主題に関連して，「鹿児島学習定着度調査」の問題や

結果を基に，育成を目指す資質・能力や具現化が求められる学びのあり方について共通理解を図る

とともに，児童の学力や学習状況の実態を捉え，学習指導の成果と課題を分析したり，共通実践事

項の取組状況について振り返ったりすることで，指導法改善の視点を見いだし，授業改善に生かす

取組を行ってきた。（以下は，共通実践事項の本年度の振り返り） 

８ 研究のまとめ 

   共通課題を基にした各校での取組から，以下のような成果と課題が得られた。 

 【成果】 

  ・ 研修会での協議や検証授業における授業研究等の中で，各校の実態をもとにした意見交換をす

ることで，共通課題や各校での実践を共有し，自校の実践に生かすことができた。 

  ・ 他校の状況を知ることにより，自校の課題が明らかになったり，実践の振り返りを行ったりす

ることができた。 

 【課題及び改善策】 

  ・ コロナ禍明けということもあり，内容やメンバーなど，学校全体としてのかかわりが十分にで

きていない面があった。 

  ・ 前年度のうちに具体的な実践内容まで決めておくと，共通実践のスタートが早くなり，より充

実した取組ができるので，今年度の反省を生かした「進め方」についての共通理解を図る必要が

ある。 

  ・ これまでの積み重ねを踏まえての取組も大切ではあるが，小中連携における喫緊の課題を少し

でも解決していくために，日頃から情報交換を行ったうえで研究テーマ等を決めていく。 

   （３校の課題から，Ｒ６年度のテーマを「不登校対策」とした。） 


